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広 報

A p r i l

4月1日発行

「 瞳「 瞳 」」
３月 10日に行われた井川中学校卒業式３月 10日に行われた井川中学校卒業式
での一場面。力強く真っすぐに前を見での一場面。力強く真っすぐに前を見
据える瞳と、思い出をなぞるかのよう据える瞳と、思い出をなぞるかのよう
に自身を見つめる瞳。それぞれの想いに自身を見つめる瞳。それぞれの想い
を瞳ににじませ、未来へ歩きだす－。を瞳ににじませ、未来へ歩きだす－。
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振
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▼
基
本
構
想
（
10
年
間
）

ふるさとの情景として親しまれ愛されている農山村
の田園風景を守り育てていくとともに、災害や犯罪の
ない安全なまちづくりを推進します。
また、地球環境への負荷を軽減するため、町民と行
政が協働し、省資源化や再資源化に努めるなど、町民
が快適に生活でき、住むことを誇れる定住環境づくり
を目指します。

少子高齢化、人口減少
が進む中で、地域を担う
若い世代が安心して子ど
もを産み育てられ、子ど
もたちがすこやかに育
ち、高齢者や障害者も明
るく、安心して暮らして

いける地域社会づくりが求められています。
そのためには、保健、医療及び福祉に関する施策・

事業の充実に努めるとともに、町民一人ひとりが進ん
で行動し、子どもからお年寄りまで全ての人が、お互
いの心を尊重し、支え合う社会の構築に取り組む必要
があります。すべての町民が
健康で豊かに暮らせるように、
やさしく安心なまちづくりを
目指します。 方 針

心豊かに やさしく安心な まちづくり 美しい自然が輝く 安全快適な まちづくり

井川町の人口の推移 　　　　　（単位：人）
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※
結
（
ゆ
い
）
と
は

地域経済の活力を高め、
豊かな生活を支えていく
ためには、活き生き働く
ことができる産業の振興
を図ることが大切です。
農林業については、生
産基盤の整備に努めると
ともに、農産物の生産や流通体制の整備、ブランド化
を推進し、農林業の振興に努めます。また、農地の利
用促進、集落営農及び法人化の推進、新規就農者の確
保、担い手の確保・育成に努めます。商工業については、
商工団体への支援、雇用・就業環境の充実に努めます。
さらに、既存産業が抱える
課題の解決に取り組み、活性
化を図るとともに、新しい時
代に対応できる産業を育成し、
豊かで活き生き暮らせるまち
づくりを目指します。

生涯を通じて自らの個性と能力を伸ばし、楽しく、
活き生きとした人生を過ごしたいという意識への対応
や、豊かな心・国際的な視野・創造力を持った、魅力
ある人材を育む教育・文化のまちづくりが求められて
います。そのためには、社会変化に応じた多様な学習
機会の創出や情報提供、心豊かで思いやりのある青少
年の育成、人権教育の啓発等を充実をさせる必要があ
ります。
「まちづくりの原点はひとづくり」という観点から、
幼児教育・学校教育・社会教育の充実を目指します。

基 本

あたたかな心 夢ときめく ひとづくり 大地を育み心培う 活き生き まちづくり

【施策の大綱】

①美しい自然が輝く 安全快適な まちづくり

□自然環境の保全
□生活環境の保全
□防災・防犯・交通安全の推進
□住環境の整備と定住促進
□交通・通信体系の整備

②心豊かに やさしく安心な まちづくり

□保健・医療の充実と健康づくり
□地域福祉の充実
□高齢者福祉の充実
□障害者福祉の充実
□共生・協働によるまちづくり
□少子化対策の充実
□男女共同参画社会の形成

③大地を育み心培う 活き生き まちづくり

□農林業の振興
□商工業の振興と雇用創出
□観光の振興

④あたたかな心 夢ときめく ひとづくり

□幼児教育の充実
□学校教育の充実
□生涯学習の推進
□芸術文化の振興と文化財の保護保全
□生涯スポーツの振興

⑤行財政運営

□効率的、効果的な行財政運営

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
心
豊
か
に 

活
き
生
き 

安
ら
ぎ
の
町
』

―
心
ふ
れ
あ
う
〝
結
の
ま
ち
〞
い
か
わ
を
目
指
し
て
―
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平
成
平
成
2323
年
度
年
度

井
川
井
川
町町
のの
当
初
予

当
初
予
算算
を
お
知
ら
せ

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

し
ま
す

一
般
会
計
当
初
予
算  

３
２
億
７
、５
０
０
万
円
（
前
年
度
比
８
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
）

町民一人あたりの一般会計予算額
59万 2,975円

（H23年 3月 1日現在人口　5,523 人）

町

■平成23年度一般会計予算の構成

依存財源

○目的別歳出の内訳

○歳入の内訳

町
政
運
営
の
基
本
方
針
よ
り

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
の

確
保
に
向
け
て
継
続
し
て
取
り
組
む

介護保険事業特別会計
6億2,660万円（前年度比8.2㌫増）

介護保険制度の運営に係る経費を支出し
ます

国民健康保険事業特別会計
6億1,070万円（前年度比2.1㌫増）

農家や自営業、退職された方の医療費を
国や町と加入者で負担し合います

特別会特別会計・計・企業会計予算企業会計予算

井川町には、一般会計の他に８つ

の特別会計と水道事業を運営する

企業会計があります。

介護認定事業特別会計
3,590万円（前年度比3.6㌫増）

介護保険制度の要介護認定業務を行なう
ための経費を支出します

国民健康保険井川町診療所特別会計
1億3,300万円（前年度比2.3㌫増）

診療所の診療および施設の維持・管理に
要する経費を支出します

自主財源
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民生費民生費
6億7,100万円6億7,100万円
(20.5％)(20.5％)

公債費公債費
4億6,321万円4億6,321万円
(14.1％)(14.1％)

総務費総務費
3億6,976万円3億6,976万円
(11.3％)(11.3％)

商工費 427万円(0.1％)
労働費 4,405万円(1.3％)
議会費 5,639万円(1.7％)

その他 801万円（0.3％）

歳　出
32億7,500万円32億7,500万円

土木費土木費
3億3,616万円3億3,616万円
(10.3％)(10.3％)

教育費教育費
8億6,646万円8億6,646万円
(26.5％)(26.5％)

衛生費衛生費
1億8,684万円1億8,684万円
(5.7％)(5.7％)

消防費　　　消防費　　　1億3,405万円(4.1％)1億3,405万円(4.1％)

農林水産費　農林水産費　1億3,480万円(4.1％)1億3,480万円(4.1％)

地方交付税地方交付税
14億6,500万円14億6,500万円
(44.7％)(44.7％)

町債町債
5億631万円5億631万円
(15.5％)(15.5％)

地方消費税交付金
4,800万円(1.5％)

その他の交付金
1,585万円（0.5％）

町税町税
4億1,303万円4億1,303万円
(12.6％)(12.6％)

使用料及び手数料 6,964万円(2.1％)
諸収入 5,645万円(1.7％)
繰入金 8,657万円(2.6％)
分担金及び負担金 1,807万円（0.6％）
　　財産収入 407万円（0.1％）
　　寄付金 171万円（0.1％）

歳　入
32億7,500万円32億7,500万円地方譲与税

3,800万円(1.2％)

県支出金県支出金
1億6,007万円1億6,007万円
（4.9％）（4.9％）

国庫支出金国庫支出金
3億9,224万円3億9,224万円
（12.0％）（12.0％）



■過去１０年の当初予算額の推移

井
川
中
学
校
舎
改
築
と
併
せ
て

学
校
教
育
支
援
体
制
を
整
備

広
報
・
広
聴
活
動
を
よ
り
一
層
充
実

介
護
相
談
、
生
活
支
援
の
拠
点

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
充
実

水道事業会計

収益的支出 　1億 1,679万円
（前年度比5.4㌫減）

資本的支出 　　　 4,956万円
（前年度比6.2㌫減）

安心して飲める水を供給するための経費
を支出します

下水道事業特別会計
1億9,810万円（前年度比24.3㌫減）

下水道施設を維持・管理するための経費
を支出します

介護サービス事業特別会計
2億8,550万円（前年度比0.2㌫減）

施設 ･ 在宅、デイサービス等の介護サー
ビス委託料等を支出します

農業集落排水事業特別会計
5,160万円（前年度比12.4㌫減）

農業集落排水施設を維持・管理するため
の経費を支出します

後期高齢者医療特別会計
4,120万円（前年度比9.1㌫減）

後期高齢者医療制度を運営する広域連合
への納付金等を支出します

■まちづくり基本構想に基づく主な取り組み

美しい自然が輝く 安全快適な まちづくり

▽町道整備 1 億 8,727 万円
（坂本井内線舗装・拡幅改良、天神新間線舗装等）

▽水洗化リフォーム推進事業 300 万円

▽水洗化支援事業 500 万円

▽農業集落排水地区内の汚水を流域下水道に
接続するための設計業務 1,575 万円

▽災害復旧事業費 300 万円

▽地域活性化対策事業【繰越】
（きめ細やかな交付金事業） 5,018 万円

心豊かに やさしく安心な まちづくり

▽循環器健診・各種検診委託費 1,740 万円

▽インフルエンザ予防接種委託費 240 万円

▽子宮頸がん等ワクチン接種委託費 621 万円

▽保育料支援費補助金 150 万円

▽高齢者施設整備事業【繰越】 8,629 万円

大地を育み心培う 活き生き まちづくり

▽排水強化対策事業費 200 万円

▽経営体育成基盤整備事業
（上井河地区県営ほ場整備事業） 331 万円

▽基盤整備対象田補助金 300 万円

▽出荷奨励補助金 300 万円

▽農地・水・環境保全向上対策事業 178 万円

▽経営体育成基盤整備事業【繰越】
（上井河地区負担金事業） 1,479 万円

▽林道開設事業【繰越】 240 万円

▽林道災害復旧事業【繰越】 285 万円

あたたかな 心夢ときめく ひとづくり

▽中学校建設事業 6 億 6,734 万円

▽町民体育館、球場改修事業 315 万円

▽少子化対策事業（児童館施設設備等改修）
 170 万円

▽中学校建設事業【繰越】 1 億 534 万円
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二
十
二
年
度
モ
デ
ル
事
業
に
お

け
る
変
動
部
分
は
、
十
㌃
当
た
り

一
万
五
千
百
円
と
決
ま
り
、
３
月
中

に
支
払
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
水
田
・
畑
地
共
通
の
畑
作

物
所
得
補
償
交
付
金
は
、
面
積
払
と

数
量
払
が
あ
り
、
水
田
活
用
の
所
得

補
償
交
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い

ず
れ
も
十
㌃
当
た
り
、
大
豆
や
飼
料

作
物
で
三
万
五
千
円
、
米
粉
用
米
・

飼
料
用
米
八
万
円
、
そ
ば
・
な
た
ね
・

加
工
用
米
は
二
万
円
を
交
付
す
る
戦

略
作
物
助
成
と
、
地
域
の
実
情
に
即

し
て
大
豆
等
の
生
産
性
向
上
、
地
域

振
興
作
物
や
備
蓄
米
生
産
の
取
組
な

ど
を
支
援
す
る
産
地
資
金
が
あ
り
、

町
へ
の
交
付
額
は
約
二
千
五
百
万
円

と
の
内
報
を
得
て
い
ま
す
。
県
で
は

昨
年
三
年
間
で
百
億
円
規
模
の
農
林

漁
業
振
興
臨
時
対
策
基
金
を
創
設
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
へ
の
転
作
関

連
の
支
援
額
は
二
百
四
十
万
円
と
の

内
報
を
受
け
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
あ
き
た
湖
東
農
協
で
取

り
ま
と
め
て
い
る
加
工
用
米
や
政
府

備
蓄
米
、
新
規
需
要
米
の
面
積
等
を

勘
案
し
、
戦
略
作
物
や
振
興
作
物
へ

の
助
成
額
を
水
田
農
業
推
進
協
議
会

に
諮
り
、
そ
の
決

定
を
受
け
て
速
急

に
生
産
者
へ
情
報

提
供
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

②
上
井
河
地
区
ほ
場
整
備
に
つ
い
て

県
営
上
井
河
地
区
ほ
場
整
備
事
業

は
受
益
面
積
四
十
七
・
四
㌶
の
う
ち
、

約
三
十
㌶
に
つ
い
て
、
今
年
、
面
的

着
工
と
な
り
ま
す
。
こ
の
整
備
と
同

時
に
地
域
の
生
活
基
盤
整
備
の
一
面

で
あ
る
安
全
安
心
な
交
通
環
境
を
確

保
す
る
た
め
に
、
県
道
の
天
神
か
ら

寺
沢
間
に
つ
い
て
葹
田
町
内
の
北
側

を
バ
イ
パ
ス
的
に
新
ル
ー
ト
で
整
備

し
ま
す
。
舗
装
幅
で
八
㍍
、
延
長
は

約
七
百
四
十
㍍
で
、
用
地
は
不
換
地

用
地
を
集
積
（
町
負
担
）
し
、
工
事

は
県
負
担
と
す
る
こ
と
で
概
ね
の
協

議
を
終
え
、
二
十
四
年
度
着
工
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
館
岡
町
内
か
ら
要

望
の
強
か
っ
た
周
回
道
路
に
つ
い
て

も
、
新
県
道
と
連
結
す
る
形
で
新
し

く
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
寺
沢
か
ら

大
麦
・
広
域
農
道
ま
で
の
町
道
も
二

㍍
拡
幅
整
備
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
去
る
二
月
三
日
、
受
益
者
会
を

開
催
し
、
用
排
水
路
計
画
や
田
面
計

画
等
と
合
わ
せ
て
説
明
し
、
了
承
を

得
て
お
り
ま
す
。

当
整
備
地
区
は
農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
に
お
け
る
対
象
作
物
を
作

付
け
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
国
か
ら

の
産
地
資
金
の
活
用
や
町
単
独
財
源

に
よ
る
支
援
の
検
討
を
す
す
め
て
い

る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で
主
食
用

米
を
作
付
け
可
能
な
面
積
が
下
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
互
助
制
度
的

仕
組
み
に
よ
る
収
入
確
保
に
向
け
て

受
益
者
の
話
し
合
い
を
も
と
に
、
集

落
営
農
組
織
等
と
の
調
整
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
転
作
振
興
作
物
の
状
況
に
つ
い
て

中
山
間
地
の
未
利
用
地
へ
の
転
作

作
物
と
し
て
十
九
年
度
よ
り
作
付
振

興
し
て
き
た
カ
ボ
チ
ャ
栽
培
に
つ
い

て
は
、
今
年
の
作
付
け
面
積
は
前
年

並
み
の
二
・
五
㌶
を
見
込
み
、
新
品

種
へ
の
取
り
組
み
や
価
格
の
有
利
な

出
荷
時
期
を
考
慮
し
た
植
え
付
け
時

期
の
調
整
等
、
よ
り
一
層
出
荷
時
期

を
見
据
え
た
栽
培
管
理
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
と
も
に
支
援
し
て
い
く

考
え
で
す
。

な
お
、乾
燥
チ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

昨
年
二
百
㌔
グ
ラ
ム
を
大
阪
の
業
者

に
出
荷
し
た
と
こ
ろ
、
甘
味
な
ど
食

品
業
者
か
ら
の
評
価
を
得
て
、
今
年

よ
り
百
㌔
グ
ラ
ム
増
の
納
入
依
頼
が

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
評

価
を
高
め
て
、
作
付
け
誘
導
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
工
用
ト
マ
ト
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
作
付
け
実
施
調
査
に
よ

り
、
人
数
、
面
積
共
に
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
病
害
虫
予
防

へ
の
薬
剤
散
布
等
に
よ
る
経
費
負
担

や
労
力
負
担
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
再

度
、
肥
培
管
理
等
に
つ
い
て
の
技
術

向
上
も
含
め
、
指
導
機
関
と
連
携
を

①
農
業
・
農
政
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
産
米
の
生
産
目

標
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
示
さ

れ
た
本
町
の
生
産
目
標
数
量
は

三
千
九
百
九
十
九
㌧
で
、
前
年
と
比

較
し
て
百
八
十
㌧
の
減
少
、
転
作
率

は
三
十
九
・
五
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
去
る
一
月
二
十
日
、

町
の
水
田
農
業
推
進
協
議
会
を
開
催

し
、
基
準
反
収
五
百
七
十
五
㌔
グ
ラ

ム
と
定
め
、
水
田
面
積
に
よ
り
一
律

配
分
す
る
こ
と
に
決
定
、
作
付
目
標

面
積
を
六
百
九
十
五
・
四
㌶
と
し
、

生
産
方
針
作
成
者
で
あ
る
あ
き
た
湖

東
農
協
に
情
報
提
供
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
あ
き
た
湖
東
農
協
で

は
二
月
十
日
付
け
で
各
農
家
に
生
産

目
標
数
量
等
の
配
分
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

二
十
三
年
度
か
ら
始
ま
る
農
業

者
戸
別
所
得
制
度
の
概
要
で
す
が
、

二
十
二
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
を
拡
充

改
定
さ
れ
て
お
り
、
米
に
対
す
る
助

成
は
生
産
数
量
目
標
を
守
っ
た
農
業

者
等
が
交
付
対
象
と
さ
れ
、
所
得
補

償
交
付
金
は
十
㌃
当
た
り
一
万
五
千

円
、
当
年
産
の
販
売
価
格
が
標
準
的

販
売
価
格
を
下
回
っ
た
場
合
、
そ
の

差
額
を
補
て
ん
す
る
米
価
変
動
補
て

ん
交
付
金
と
な
り
ま
す
。

行
政
報
告
要
旨

井
川
町
議
会
３
月
定
例
会
が
３
月

３
日
か
ら
11
日
ま
で
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
町
長
の

行
政
報
告
に
続
い
て
、
３
議
員
か
ら

一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
町

よ
り
上
程
さ
れ
た
平
成
23
年
度
当
初

予
算
な
ど
32
案
件
が
、
原
案
ど
お
り

可
決
・
同
意
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

行
政
報
告
の
要
旨
及
び
可
決
さ
れ

た
主
な
議
案
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。議会

３月定例会

議会
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所
得
世
帯
は
八
世
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支

援
事
業
は
今
年
度
も
継
続
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
町
も
当
事
業
を
継
続
実
施

し
、
県
事
業
と
合
わ
せ
て
活
用
す
る

こ
と
で
快
適
な
住
環
境
、水
質
保
全
、

雇
用
拡
充
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑤
中
学
校
改
築
工
事
の
進
捗
状
況

昨
年
十
一
月
発
注
し
た
中
学
校
改

築
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
二
月
末
現

在
、
建
設
予
定
地
の
う
ち
南
棟
及
び

東
棟
の
基
礎
杭
打
込
み
作
業
を
終
え

て
、
杭
囲
い
の
基
礎
工
事
と
土
台
柱

を
乗
せ
る
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
立
上

り
部
分
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
冬
は
、
降
雪
量
が
例
年
と
比
較

し
て
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
事
の

遅
れ
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
天
候

の
回
復
と
と
も
に
当
初
計
画
し
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
近
づ
い
て
い
る
状
況

で
す
。

な
お
、
工
事
の
若
干
の
遅
れ
の
要

因
は
、
基
礎
杭
の
施
工
に
際
し
、
地

盤
支
持
層
の
深
さ
が
不
規
則
で
、
実

施
に
よ
り
杭
長
を
決
定
（
支
持
層
へ

到
達
し
た
地
点
）
す
る
こ
と
に
し
た

関
係
か
ら
、
設
計
値
を
オ
ー
バ
ー
し

た
箇
所
が
九
十
五
地
点
に
も
達
し
た

こ
と
に
伴
う
資
材
の
搬
入
、
作
業
工

程
の
増
等
に
伴
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で

協
議
し
た
中

で
意
見
を
い

た
だ
い
た
材

料
等
に
つ
き

ま
し
て
、
数

量
の
確
保
や

関
連
資
材
へ

の
影
響
、
施

工
期
間
等
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、
土
台
の
使
用
材
料
を
米
栂
か
ら

青
森
ヒ
バ
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、

内
装
床
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
カ
バ
フ
ロ

ー
リ
ン
グ
か
ら
カ
バ
無
垢
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
（
防
湿
塗
装
）
に
変
更
、
床
下

地
材
料
を
合
板
厚
さ
十
五
㍉
＋
杉
板

厚
さ
十
五
㍉
か
ら
、
杉
板
厚
さ
四
十

㍉
本
実
加
工
仕
上
げ
に
変
更
す
る
と

と
も
に
、
床
下
断
熱
外
気
通
風
方
式

（
自
然
換
気
）
か
ら
床
下
高
気
密
断

熱
仕
様
機
械
強
制
換
気
方
式
に
変
更

し
、
国
産
材
に
よ
る
本
格
的
な
木
造

づ
く
り
に
よ
る
校
舎
の
改
築
を
す
す

め
て
お
り
ま
す
。

⑥
第
三
次
井
川
町
総
合
振
興
計
画
の

後
期
実
施
計
画
の
実
績
見
込
み

平
成
十
八
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
後
期
実
施
計
画
の
平
成

二
十
二
年
度
実
績
見
込
額
は
、
計

画
額
の
十
七
億
二
千
七
百
万
円

に
対
し
て
、
二
十
九
・
八
㌫
減
の

十
二
億
一
千
三
百
万
円
の
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
学
校
建
設
事
業
費
が

平
成
二
十
三
年
度
に
ず
れ
込
ん
だ
こ

と
と
新
有
線
放
送
施
設
整
備
事
業
費

が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

主
要
課
題
で
あ
る
「
水 

清
ら
か

に 

住
み
よ
く
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
は
、
十
億
二
千
百
万

円
の
計
画
に
対
し
て
六
・
三
㌫
減
の

九
億
五
千
七
百
万
円
の
実
績
見
込
み

で
、
そ
の
内
訳
は
、
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
推
進
事
業
（
新
有
線
放
送

施
設
整
備
）
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、

下
回
っ
た
も
の
で
す
。

「
人 

す
こ
や
か
に 

生
き
が
い
育
む

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
五
千
万

円
の
計
画
に
対
し
て
同
額
の
五
千
万

円
の
実
績
見
込
み
で
、
住
民
健
康
づ

く
り
事
業
、
介
護
予
防
、
包
括
的
支

援
事
業
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
事
業
等
、
計
画
ど
お
り
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

「
緑 

さ
わ
や
か
に 

発
展
培
う
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
一
千
九
百
万

円
の
計
画
に
対
し
て
十
五
・
八
㌫
減

の
一
千
六
百
万
円
の
実
績
見
込
み
と

な
り
、
県
営
林
道
開
設
事
業
の
翌
年

度
繰
越
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
心 

豊
か
に 

個
性
あ
ふ
れ
る
ひ
と
づ

く
り
」に
つ
い
て
は
六
億
三
千
七
百
万

円
の
計
画
に
対
し
て
七
十
・
二
㌫
減

の
一
億
九
千
万
円
の
実
績
見
込
み

で
、
中
学
校
建
設
事
業
費
の
年
度
間

で
の
移
行
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

深
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
地
産
地
消
推
進
の
面
か
ら

学
校
給
食
へ
の
納
入
が
比
較
的
低
い

野
菜
に
つ
い
て
の
作
付
け
を
拡
大
す

る
た
め
、
有
機
肥
料
等
に
よ
る
地
力

増
強
に
対
し
て
支
援
す
る
と
と
も
に

生
産
供
給
グ
ル
ー
プ
と
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

④
水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

住
環
境
の
向
上
や
指
定
湖
沼
で
あ

る
八
郎
潟
調
整
池
の
水
質
浄
化
、
雇

用
の
創
出
に
対
す
る
施
策
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た
水
洗
化

リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
の
実
績
は
、

二
月
末
現
在
二
十
六
世
帯
、
う
ち
低

◇可決された主な案件等◇

□井川町安心子育て支援基金条例を制定しました。

□平成 22 年度一般会計予算に、歳入歳出それぞれ 8,910 万
円を減額し、予算総額を 33 億 8,120 万円としました。
補正の主なものは、
◇子宮頸がんや水ぼうそう等の予防接種に対する助成、
　保育料の軽減等を行うための「安心子育て支援基金」
　への積立金 100,000 千円の追加
◇平成 24 年度まで小・中学校、公民館等の図書充実、

水洗化推進のための「住民生活に光をそそぐ基金」へ
の積立金 16,000 千円の追加

◇財政調整基金積立金 50,000 千円の追加
◇減債基金積立金 30,000 千円の追加
◇農業集落排水事業特別会計繰出金 13,887 千円の追加
◇下水道事業特別会計繰出金 10,958 千円の追加
◇公債費（繰上償還） 66,151 千円の追加
◆人件費 21,510 千円の減額
◆中学校建設事業費 318,901 千円の減額

□任期満了に伴い、井川町監査委員に工藤侑氏（八幡）が
再任されました。

□任期満了に伴い、固定資産評価審査委員会委員に伊藤
勝巳氏（上村）が再任されました。

□任期満了に伴い、湖東地区行政一部事務組合議会議員
に浅野周一氏（今戸）が再任されました。
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「
心
豊
か
に 

や
さ
し
く
安
心
な 

ま

ち
づ
く
り
」
に
は
二
億
三
千
八
百
万

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
内
訳
は
住
民

健
康
づ
く
り
事
業
に
六
千
万
円
、
子

育
て
支
援
事
業
四
千
万
円
、
社
会
福

祉
施
策
に
一
億
六
千
六
百
万
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
大
地
を
育
み
心
培
う 

活
き
生
き 

ま
ち
づ
く
り
」
に
は
二
億
六
千
万

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ
の
内
訳

は
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に

四
千
五
百
万
円
、
日
本
国
花
苑
整
備

事
業
に
七
千
三
百
万
円
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　

「
あ
た
た
か
な
心 

夢
と
き
め
く 

ひ

と
づ
く
り
」
は
十
二
億
三
千
七
百
万

円
で
、
そ
の
内
訳
は
中
学
校
建
設
事

業
に
十
一
億
七
千
七
百
万
円
、
社
会

体
育
施
設
整
備
事
業
に
八
千
三
百
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑧
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
及
び
小
中
学
校

の
入
所
入
学
状
況
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
の
入
所
入
学
状

況
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

の
保
育
所
に
七
十
八
名
、
幼
稚
園
に

は
二
十
七
名
の
入
園
で
、
園
長
を
含

め
て
十
九
名
の
職
員
体
制
で
、
保
育

及
び
幼
児
教
育
を
行
い
ま
す
。　

　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
乳
児
保
育

や
一
時
保
育
、
延
長
保
育
等
様
々
な

保
育
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
等

を
実
施
し
、
保
護
者
や
子
育
て
支
援

全
体
に
対
す
る
相
談
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。  　

　
　

小
・
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
学
校
は
児
童
数
二
百
七
十
五
名
、

学
級
数
十
四
学
級
（
う
ち
特
別
支
援

学
級
が
三
学
級
）
で
、
校
長
を
含
め

二
十
一
名
の
配
置
内
示
を
受
け
て
お

□■□３月定例町議会□■□

な
お
、
後
期
実
施
計
画
の
当
初
計

画
に
対
す
る
実
績
は
八
十
三・
六
㌫
の

二
十
八
億
七
千
五
百
万
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。
こ
の
間
の
世
界
経
済
の

低
迷
や
景
気
回
復
の
遅
れ
、
デ
フ
レ

ス
パ
イ
ラ
ル
等
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
が

大
き
い
中
に
あ
っ
て
、
新
有
線
放
送

施
設
整
備
や
光
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
、

無
料
巡
回
バ
ス
の
導
入
、
水
洗
化
世

帯
の
増
加
、ご
み
焼
却
施
設
の
煙
突
、

煙
道
の
解
体
、
側
溝
整
備
の
進
捗
等

の
ハ
ー
ド
事
業
に
加
え
、
住
民
健
康

づ
く
り
事
業
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
、
中
学
生
以
下
に
対
す

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
対

す
る
助
成
、
保
育
料
の
二
十
五
㌫
軽

減
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

⑦
第
四
次
井
川
町
総
合
振
興
計
画
の

前
期
実
施
計
画
に
つ
い
て

今
年
度
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
第
四
次
井
川
町
総
合
振
興
計
画
に

お
け
る
前
期
実
施
計
画
の
計
画
期
間

は
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
平
成

二
十
七
年
度
ま
で
の
五
カ
年
間
と
な

り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、「
美
し
い
自
然
が
輝

く 

安
全
快
適
な 

ま
ち
づ
く
り
」
に

十
億
一
千
五
百
万
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
社
会
資
本

整
備
総
合
事
業
等
道
路
橋
梁
費
に

五
億
三
千
九
百
万
円
、
公
共
下
水
道

管
渠
築
造
事
業
に
二
億
一
千
百
万
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
は
生
徒
数

百
三
十
三
名
、
六
学
級
（
う
ち
特
別

支
援
学
級
が
一
学
級
）
で
、
校
長
を

含
め
十
六
名
の
配
置
内
示
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
へ
の
支
援
と
し
て
、

小
学
校
に
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

▽
脇
地
区
頭
首
工
災
害
復
旧
工
事

契
約
額　

３
、
９
４
８
千
円

／
有
限
会
社
基
恵
工
業

▽
大
平
地
区
水
路
災
害
復
旧
工
事

契
約
額　

２
、
３
４
１
千
円

／
高
勇
建
設

▽
林
坂
地
区
水
路
災
害
復
旧
工
事

契
約
額　

１
、
９
８
４
千
円

／
高
勇
建
設

▽
井
川
町
道
路
視
線
誘
導
標

設
置
工
事
（
大
麦
地
内
ほ
か
）

契
約
額　

２
、
８
７
７
千
円

／
有
限
会
社
カ
ツ
タ
建
設

▽
町
道
大
麦
井
内
線
災
害
復
旧
工
事

（
井
内
地
内
）

契
約
額　

４
、
９
８
７
千
円

／
有
限
会
社
鈴
木
建
設

▽
準
用
河
川
井
川
左
岸

災
害
復
旧
工
事
（
大
台
地
内
）

契
約
額　

５
、
１
９
７
千
円

／
門
間
工
業
有
限
会
社

▽
松
原
線
側
溝
改
良
工
事（

赤
沢
地
内
）

契
約
額　

７
、
６
１
２
千
円

／
株
式
会
社
小
林
組

▽
今
戸
小
今
戸
線
外
視
線
誘
導
標

設
置
工
事
（
今
戸
地
内
ほ
か
）

契
約
額　

１
、
５
５
４
千
円

／
有
限
会
社
カ
ツ
タ
建
設

▽
五
秋
蛇
喰
線
林
道
災
害
復
旧
工
事

契
約
額　

２
、
５
８
３
千
円

／
有
限
会
社
基
恵
工
業

▽
中
学
校
給
食
配
膳
室
・
音
楽
室仮

設
工
事

契
約
額　

３
、
２
０
２
千
円

／
藤
田
建
設

▽
中
学
校
改
築
工
事
（
一
―
二
）

（
校
舎
東
棟
解
体
工
事
）

契
約
額　

６
、
５
９
４
千
円

／
門
間
工
業
有
限
会
社

▽
地
域
情
報
推
進
工
事
（
一
―
三
）

（
旧
有
線
放
送
施
設
撤
去
）

契
約
額　

３
１
、
９
２
０
千
円

／
株
式
会
社
真
坂
通
建

▽
地
域
情
報
推
進
工
事
（
一
―
四
）

（
サ
ー
バ
更
新
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
設
置
）

契
約
額　

２
、
７
５
５
千
円

／
エ
イ
デ
イ
ケ
イ
富
士
シ
ス
テ
ム

株
式
会
社

※
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
記
載
し
ま
す
。

◆
公
共
工
事
等
の
発
注
状
況
◆
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東北地方太平洋沖地震被災地への
義援金を受付しています

町では、３月 11 日に発生した東北
地方太平洋沖時地震により被災され
た方々にお見舞いとして贈る義援金
を４月 15 日（金）まで受付しており
ます。募金箱は役場正面入口に備え
てあります。

みなさんの
温かな善意を
お待ちしてい
ます。

【問い合わせ】
井川役場 総務課 総務班

電話（８７４）４４１１／有線 ４５６１

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場 

総
務
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線
４
５
７
７

【
有
線
放
送
】
停
電
時
に
備
え
て
機
器
の
設
定
を
お
願
い
し
ま
す

スピーカの下に置いてある
バッテリ機器の後面を確認。

ボールペンなど先
の尖ったものを
使って、ディップ
スイッチ3を左側
（OFF）に切り替え
てください。

（バッテリ装置裏面）

ディップスイッチ

国
内
で
は
過
去
に
例
の
な
い
大
地

震
発
生
か
ら
三
週
間
が
経
っ
た
。
複

合
巨
大
災
害
と
な
り
、
災
害
の
全
容

は
未
だ
明
確
で
は
な
い
が
、
死
者
・

行
方
不
明
者
は
二
万
七
千
人
を
超
え

た
。
加
え
て
原
子
力
発
電
所
事
故
は

深
刻
度
を
増
し
て
、
そ
の
影
響
は
見

当
も
つ
か
な
い
程
、
広
範
囲
に
及
ん

で
い
る
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀

悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
被
災
者

の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
た
い
。

震
災
後
、
各
方
面
で
義
援
の
募
金

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
町
で
も
三
月

十
四
日
か
ら
募
金
を
開
始
し
た
。
町

内
会
や
職
場
を
通
じ
た
も
の
を
含
め

十
日
間
で
百
三
十
万
円
余
に
達
し
、

関
心
の
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

今
月
十
五
日
ま
で
募
金
を
続
け
、
被

災
地
に
送
る
。
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
各
県
で
は
、
県
、
市
町
村
、

日
赤
支
部
等
で
義
援
金
配
分
委
員
会

を
構
成
、
被
災
者
の
生
活
支
援
を
行

う
こ
と
を
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
町
村
会
で
被
害
の
甚
大
な
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
三
県
に
送
る
三
千
万

円
の
本
町
負
担
分
と
し
て
百
五
十
万

円
の
義
援
金
を
臨
時
議
会
で
議
決
し

た
。支

援
物
資
に
つ
い
て
は
百
三
十
三

人
か
ら
段
ボ
ー
ル
箱
、
三
百
個
余
の

提
供
を
受
け
、
県
を
通
じ
て
被
災
地

へ
届
け
た
。
本
町
と
五
城
目
町
の
旅

行
者
の
避
難
に
尽
力
い
た
だ
い
た
岩

手
県
大
槌
町
へ
は
要
望
の
あ
っ
た
対

流
式
ス
ト
ー
ブ
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
、
役
場
職
員
か
ら
提
供
を
受
け
た

衣
類
、
白
米
百
二
十
㌔
を
五
城
目
町

へ
託
し
、
届
け
た
。
更
に
総
務
省
、

県
の
要
請
を
受
け
て
の
被
災
・
復
興

支
援
の
た
め
本
町
職
員
の
派
遣
、
長

期
避
難
者
の
受
け
入
れ
要
請
が
あ
れ

ば
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し

て
い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
部

分
を
提
供
す
る
な
ど
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。

今
回
の
地
震
で
本
町
で
は
停
電
以

外
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
反
省
す

べ
き
こ
と
も
多
い
。
最
大
の
誤
算
は

停
電
時
に
二
時
間
は
通
話
が
可
能
な

新
有
線
放
送
が
四
十
五
分
で
一
斉
に

ダ
ウ
ン
し
た
こ
と
。
初
期
設
定
で

バ
ッ
テ
リ
保
護
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ

て
い
た
た
め
で
、
こ
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
れ
ば
二
時
間
は
通
話
可
能
な
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。早
急
に
改
善
す
る
。

東
北
電
力
で
は
今
後
、
計
画
停
電

を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
物
流
拠
点

の
損
壊
、
復
旧
資
材
の
不
足
な
ど
に

よ
っ
て
生
活
、
経
済
へ
の
影
響
な
ど

は
被
災
地
以
外
で
も
相
当
の
長
期
に

わ
た
る
だ
ろ
う
。
各
自
が
冷
静
に
対

応
し
た
い
。
そ
し
て
一
日
も
早
い
復

興
を
祈
り
た
い
。
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◆
可
決
さ
れ
た
案
件
◆

地
震
発
生
時
の
町
の
状
況
等

計
画
停
電
の
実
施
に
つ
い
て

被
災
地
へ
の
義
援
金
を
受
付

支
援
物
資
の
受
付
状
況
等

今
後
の
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

震
災
に
よ
る
町
の
状
況
と
被
災
地
支
援
へ
の
取
り
組
み

震
災
に
よ
る
町
の
状
況
と
被
災
地
支
援
へ
の
取
り
組
み

10



平
成
平
成
2323
年
度
年
度  

井
川
町
執
務
体
制
お
よ
び
人
事
異
動

井
川
町
執
務
体
制
お
よ
び
人
事
異
動

■
議
会
事
務
局

■
出
納
室

■
総
務
課

▽
総
務
班

▽
有
線
放
送
セ
ン
タ
ー

▽
税
務
班

■
町
民
課

▽
町
民
生
活
班

健
康
福
祉
班

健
康
セ
ン
タ
ー

介
護
情
報
セ
ン
タ
ー

■
井
川
町
診
療
所

公
民
館

小
学
校

中
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー

町
民
体
育
館

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

◇
昇　

格

◇
退
職
者

■
井
川
小
学
校

【
転  

出
】

【
転  

入
】

■
井
川
中
学
校

【
転  

出
】

【
転  

入
】

■
産
業
課

産
業
振
興
班

建
設
班

農
業
委
員
会

▽
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
「
国
花
苑
」

■
水
道
課

■
教
育
委
員
会

11



３/10  井川中学校 69人
３/15  井川小学校 39人
３/17  こどもセンター 36人

家族の絆を深めて農家経営を
家族経営協定セミナー

農業経営主とその配偶者や後継者の役割等を
明確にし、適正な労働条件を整え、農家経営の
発展と継承を図るための「家族経営協定」を実
践してほしいと秋田地域振興局農林部普及指導
課が主催するセミナーが、町農村環境改善セン
ターで開催されました。会では、実践者である
大倉町内の湊政秋・たつ子夫妻が事例発表し、
協定のメリットなどが紹介されました。

子育てはみんなで
親と子で楽しく学習会

町農村環境改善センターを会場に、親と子で
楽しく学習会が行われ、約 40組の親子が参加
しました。会では、秋田市内で小学校長を歴任
された県社会教育アドバイザーである村上義孝
氏が講演。児童を取り巻く環境や教育の要旨等
が紹介されました。その後、ボランティアグルー
プ・こはぜによるお話キャラバンが催され、参
加者たちは有意義な一日を過ごしていました。

ご卒業
おめでとうございます

12
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◆
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
「
栄
誉
賞
」

お詫びと訂正
３月号で掲載したスポーツ栄光賞受賞者の記載
に誤りがありましたので、訂正してお詫びいた
します。
【奨励賞】（小学生）

（空手道）
秋田県空手道少年錬成大会／団体組手 １位

【銀賞】
井川中学校 女子バスケットボール部

誤）半田 梨菜  →  正）
誤）佐藤 里沙  →  正）

功
績
を
た
た
え
て

功
績
を
た
た
え
て

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

平
成
23
年
２
月
27
日
（
日
）
に
山
形
市

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
「
第
６
回
樹

氷
杯
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
」
が

行
わ
れ
、
東
北
６
県
に
加
え
て
、
栃
木
県

及
び
新
潟
県
か
ら
５
５
０
名
の
選
手
が
参

加
し
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
組
手
の
部
】

小
学
４
年
生
男
子 

３
位　

渡
部 

颯
真

小
学
５
年
生
女
子 

２
位　

齋
藤 

あ
み

【
団
体
組
手
の
部
】

小
学
５
・
６
年
生 

２
位

（
伊
藤
佳
亮
、
遠
藤
輝
秋
、
伊
藤
樹
生
、

菅
生
颯
太
）

初夏の彩りを願って
ばら剪定講習会

この日、日本国花苑ローズガーデンでは、秋田
ばら会が主催するバラ剪定講習会が行われ、井川
ばら会会員ほか町内からの参加者や秋田市内など
から、ばら愛好者約 40人が集まり、ばら剪定を
実践しました。
秋田ばら会員が講師をつとめ、剪定のポイント

などを説明。参加者たちは、初夏を華やかに彩る
ばら花に期待を込め、話に聞き入っていました。

工藤 久兵衛さん
（大 麦）

◆
平
成
22
年
度
元
気
な
ふ
る
さ
と

秋
田
づ
く
り
地
域
活
動
表
彰

こ
の
た
び

【
街
道
町
内
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
】

▶
受
賞
を
報
告
す
る
伊
藤
満
洲
雄
さ
ん

◆
小
畑
母
子
福
祉
基
金
学
術
奨
励
金
授
与

13
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平
成
23
年
度 

有
線
放
送
使
用
料
の
納
付

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

納
付
書
に
よ
り
納
付
い
た
だ
く
方
は
４
月

上
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
井
川

町
役
場
ま
た
は
金
融
機
関
窓
口
等
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
い
た
だ
く

方
は
振
替
口
座
の
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
納
付
書
に
よ
る
納
付
】

▽
月
払
い
す
る
方

納
期
限　

納
付
書
記
載
の
期
日
（
12
回
）

納
付
額　

各
月
７
０
０
円

▽
一
括
全
納
す
る
方

納
期
限　

５
月
２
日
ま
で

納
付
額　

８
、０
０
０
円

▽
分
納
す
る
方

納
期
限
（
前
期
）
５
月
２
日
ま
で

（
後
期
）
10
月
31
日
ま
で

納
付
額　

各
４
、０
０
０
円

平
成
23
年
度 

有
線
放
送
使
用
料
の
納
付
に
つ
い
て

【
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
】

▽
月
払
い
す
る
方

振
替
日　

毎
月
25
日
（
12
ヵ
月
）

振
替
額　

各
月
７
０
０
円

▽
年
払
い
す
る
方

振
替
日　

４
月
25
日

振
替
額　

８
、０
０
０
円

▽
分
割
払
い
す
る
方

振
替
日
（
前
期
）
４
月
25
日

（
後
期
）
10
月
25
日

振
替
額　

各
４
、０
０
０
円

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
納
入
済
通
知
書
等

は
発
行
し
ま
せ
ん
。
後
日
必
ず
指
定
口
座

の
通
帳
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
月
払
い
か
ら
全
納
に
変
更
さ
れ
る
場
合

や
、
口
座
番
号
、
名
義
、
金
融
機
関
等
に

変
更
が
あ
る
時
は
、
４
月
８
日
（
金
）
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】井
川
町
有
線
放
送
セ
ン
タ
ー

電
話
（
８
７
４
）
２
６
１
０
／
有
線 

４
４
８
８

県
住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業
／
町
水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

秋
田
県
住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業

■
助
成
の
内
容

秋
田
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

■
補
助
の
内
容

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
建
築
住
宅
課

電
話
０
１
８
（
８
６
０
）
２
５
６
１

井
川
町
水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

■
補
助
の
内
容

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
産
業
課 

建
設
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
０
／
有
線
４
４
６
４

４ 月

URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

くらしの

情報

総務課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町民課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産業課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
（農村環境改善センター） 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。
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可
燃
（
燃
え
る
）
粗
大
ご
み
収
集
日

４
月
12
日
（
火
）

□
収
集
対
象
品
目
と
手
数
料

▼
タ
ン
ス
、
本
棚
、
テ
ー
ブ
ル
、
机
等
大
型

の
も
の 
収
集
手
数
料
５
０
０
円

▼
布
団
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
座
布
団
、
椅
子
、

ジ
ュ
ー
タ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
等
小
型
の
も

の 

収
集
手
数
料
１
０
０
円

□収集対象町内と受付時間
（可燃・不燃の両収集日ともに同じ受付時間で巡回します）
収集対象町内 受 付 時 間 搬 入 場 所

大　台 ９：00～  ９：10 大台生活改善センター前

井　内・仲　台 ９：15～  ９：25 井 内 分 館 前

綱木沢・赤　沢 ９：30～  ９：40 斎藤祐治さん宅前町道

大　麦・寺　沢
葹　田・館　岡 ９：50～ 10：00 コミュニティセンター前

宇治木・小　泉
新　間 10：05～ 10：15 宇 治 木 分 館 前

八　幡・大　倉
保野子・上　村
坂　本・大野地
横　岡

10：25～ 10：35 町民体育館駐車場

街　道・小竹花
中下村 13：00～ 13：15 役 場 北 側 駐 車 場

田　中・羽　立 13：20～ 13：35 浜井川地区集会所前

新屋敷・さくら 13：45～ 13：55 浜井川踏切前（さくら団地北側）

小今戸 14：00～ 14：10 小 今 戸 分 館 前

今　戸 14：15～ 14：25 今 戸 グ ラ ウ ン ド

海老沢 14：35～ 14：45 海 老 沢 分 館 前

※収集対象町内を指定していますが搬入はいずれの場所でも受付
しますので、都合に合う時間と場所へ搬入してください。

不
燃
（
燃
え
な
い
）
粗
大
ご
み
収
集
日

４
月
14
日
（
木
）

□
収
集
対
象
品
目
と
手
数
料

▼
ス
チ
ー
ル
製
机
、
電
子
レ
ン
ジ
等
の
大
型

の
も
の 

収
集
手
数
料 

５
０
０
円

▼
自
転
車
、
三
輪
車
、
小
型
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

扇
風
機
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
乳
母
車
等
小

型
の
も
の 

収
集
手
数
料 

１
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

町
民
生
活
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６
／
有
線
４
４
４
１

春
の
「
全
町
一
斉
清
掃
」
で
、
き
れ
い
な
地
域
を
み
ん
な
の
手
で

□
全
町
一
斉
清
掃
日　

４
月
17
日
（
日
）

〔
清
掃
の
注
意
点
〕

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

町
民
生
活
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６
／
有
線
４
４
４
１

新
入
学
（
園
）
児
を
〝
交
通
事
故
〞
か
ら
守
ろ
う
！

□
新
入
学
（
園
）
期
の
交
通
安
全
期
間

４
月
６
日
（
水
）
〜
12
日
（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

町
民
生
活
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６
／
有
線
４
４
４
１

15



□「脳ドック」「人間ドック」の受診対象者および内容等

Ａ：脳ドック（国保加入に関わらず受診できます）
項 目 内 容

対 象 者 40 歳以上 70 歳未満の方。（平成 23 年４月１日現在）
昭和 16 年４月２日生まれ以降～昭和 46 年４月１日生まれまで

受 診
できない方

①平成 20 年度から平成 22 年度までの間に、町の助成を受けて
受診したことのある方

②ペースメーカーを装着している方
③人工関節、人工骨頭、義手、針治療の置き針等をしている方
④手術により、金属類で縫合している方

医 療 機 関 秋田県立脳血管研究センター

費 用 額 ①国保加入者１人当たり負担額　10,000 円
②国保加入者以外の方　　　　   15,000 円

募 集 人 員 ①国保加入者　　　　　20 名  ※定員になり次第締め切ります
②国保加入者以外の方　12 名

受診予定日
受診日は脳研センターより指定されますので、決まり次第、町
からお知らせいたします。（実施予定は平成 22 年５月下旬から
平成 23 年２月までの期間です）

検 査 内 容
尿、血液（貧血、血清蛋白、脂質、糖尿病、肝機能、腎機能）、
ＭＲ I 検査、ＭＲ A 検査、頸動脈超音波検査、心電図、眼底、
胸部Ｘ線検査

Ｂ：人間ドック（国保加入者のみ対象です）
項 目 内 容

対 象 者 30 歳以上 70 歳未満の方。（平成 23 年４月１日現在）
昭和 16 年４月２日生まれ以降～昭和 56 年４月１日生まれまで

受 診
できない方

平成 20 年度から平成 22 年度までの間に、町の助成を受けて
受診したことのある方

医 療 機 関 Ｊ A 秋田厚生連秋田組合総合病院

費 用 額 １人当たり負担額　10,000 円

募 集 人 員 国保加入者のみ　男性２名　  ※定員になり次第締め切ります
　　　　　　　　女性２名

受診予定日
受診日は病院より指定されますので、決まり次第、町からお
知らせいたします。（実施予定は平成 23 年６月から 12 月まで
の期間です）

検 査 内 容
尿、身体測定、血圧、血液（貧血、脂質、血糖、肝機能、腎機能）
心電図、眼底、胸部Ｘ線検査、腹部超音波、各種癌（胃部、婦人科）
検査

『
脳
ド
ッ
ク
』、『
人
間
ド
ッ
ク
』
の
受
診
希
望
者
を
受
付
し
ま
す

町
が
実
施
す
る
保
険
事
業
の
一
環
と
し
て
、平
成
23
年
度
「
脳
ド
ッ
ク
」

及
び
「
人
間
ド
ッ
ク
」
の
受
診
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
期
間　

４
月
５
日
（
火
）
〜
４
月
12
日
（
火
）

□
受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

役
場
町
民
課  

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
２

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
図
録
の

発
行
時
期
の
遅
延
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線
４
５
７
７

「地域包括支援センター」が移転します

【問い合わせ】地域包括支援センター
（井川町健康センター内）有線４３５９
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井川の健康を考える②

〝糖尿病〟予防を心がけてください

第一条　

第二条　
第三条　

第四条　

第五条　

第六条　

第七条　

大阪大学医学部 公衆衛生学

教授　磯　博康 氏

【
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら
】
各
種
予
防
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ
で
す

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
再
開
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

高
校
３
年
生
へ
、
麻
し
ん
・
風
し
ん

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

お
た
ふ
く
か
ぜ
・
水
ぼ
う
そ
う

任
意
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

□
対
象　

□
助
成
額

【
問
い
合
わ
せ
】
町
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話
（
８
７
４
）
３
３
０
０
／
有
線
４
４
５
５
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町
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

水
道
使
用
料
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

□
再
振
替
日　

４
月
11
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ

役
場
水
道
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
１
／
有
線
４
４
２
２

給
水
設
備
の
漏
水
状
況
確
認
に
つ
い
て

〔
漏
水
の
確
認
方
法
〕

町
産
業
課
か
ら
「
も
み
が
ら
補
助
暗
渠
」
助
成
事
業
に
つ
い
て

□
要
件

□
実
施
主
体

□
助
成
単
価

▼
業
者
等
に
作
業
委
託
す
る
場
合

▼
農
業
者
が
直
接
、
施
工
す
る
場
合

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
産
業
課 

産
業
振
興
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
０
／
有
線
４
４
６
４

投
票
へ

投
票
へ  

行
こ
う

行
こ
う  

創
ろ
う

創
ろ
う  

元
気
な
秋
田

元
気
な
秋
田  

４
月
４
月
1010
日
は
「
秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
」
の
投
票
日
で
す

日
は
「
秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
」
の
投
票
日
で
す

□
告
示
日　

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）

□
投
票
日　

平
成
23
年
４
月
10
日
（
日
）

□
町
内
で
投
票
で
き
る
人

□
投
票
所
（
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
）

第
一
投
票
所

井
内
分
館

第
二
投
票
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
三
投
票
所

井
川
町
民
体
育
館

第
四
投
票
所

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

第
五
投
票
所

今
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

□
期
日
前
投
票

▼
期
間　

▼
時
間　

▼
場
所　

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線
４
５
７
７

井
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

井
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

福
祉
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
が

外
出
さ
れ
る
際
の
付
き
添
い
な
ど
で
す
。

健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
男
女
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

電
話
（
８
７
４
）
２
６
１
１
／
有
線
４
４
５
１
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街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

伝　　言　　板
みんなと楽しく活動してみませんか

教室・講座 開 催 日 時 会　場

井 川 高 齢 大 学 22日（金） 午前9時30分 公　民　館

和太鼓サークル 9日、23日（土） 午後5時 公　民　館

英 会 話 教 室 13日、20日、27日（水）
午後7時 公　民　館

４月の公民館活動

和太鼓サークル会員募集

いろんな世界が待ってるョ！

【子どもの本】
・わたしがあかちゃんだったとき

・まどから☆おくりもの 
・ふたりはともだち 
・ちいさなうさこちゃん 
・二分間の冒険 
・夏の庭～The　Friends～ 

【大人の本】
・一刀斎夢録（上下） 
・神様のカルテ 
・漂砂はうたう 
・きことは 
・三毛猫のくれた幸福 
・いのちの一句　～がんと向き合う言葉～

・ もし高校野球の女子マネージャーが
ドラッカーの「マネジメント」を読んだら

・ゴールデンスランバー 
・夜のピクニック 
・月と蟹 
・項羽と劉邦（上中下） 
・テンペスト（上下） 

町民ギャラリー

桜の絵画展
★会期：４月６日（水）～５月１０日（火）

◎チャレンジデーって？

◎いつでも、どこでも、誰でも参加できます。

　チャレンジデーは、｢住民の健康づくり｣ や ｢まち

の活性化｣ を図るきっかけづくりイベントです。

「チャレンジデー」に井川町が参加

 5月25日（水）全国一斉開催！
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「ままここくらぶ」からのお知らせ

ままここ＊カフェ
□日時 

□場所
□参加費

【問い合わせ】さくら＊ままここくらぶ
電話（８７４）２７５７〈三浦〉

「秋田県合同就職面談会」を開催します

□日時
□会場
【問い合わせ】
秋田県労働政策課Ａターン若年者支援班
電話０１８（８６０）２３３５

「防衛省」採用試験のご案内

①幹部候補生（一般・飛行・音楽）
□応募資格

□申込期限
②予備自衛官補
□種目
一般
技能

□申込期限
【問い合わせ】自衛隊秋田募集案内所
電話０１８（８６４）４９２９

「障害者スポーツを楽しむ日」を開催

□日程

□時間
□会場

□内容

【問い合わせ】県障害者スポーツ協会
電話０１８（８６４）２７５０

ひとり親家庭の就業支援
「経理事務講習会」を開催します

□受講対象

□受講期間

□受講会場
□受講料
□申込締切
【問い合わせ】秋田県ひとり親家庭就業

・自立支援センター
電話０１８（８９６）１５３１

「ホームヘルパー２級」養成研修

□受講対象

□研修日程
□研修会場
□受講料
□申込み

【問い合わせ】医療法人正和会
電話０１８（８７７）７１１０

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

秋
田
県
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

駐
在
所

駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

－ 春の火災予防運動 －－ 春の火災予防運動 －
期間：４月３日（日）～９日（土）
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「わいわい広場」さくらっこ「わいわい広場」さくらっこ

保健だより●４月分

☆４月の予定 （時間 9:30～ 11:30）

日 内 容 場 所

４日
７日
８日

初めましての会
お友だちになろう

健康センター
農環センター
農環センター

11 日
14 日
15 日

うた遊び
井川を知ろう

健康センター
農環センター
農環センター

18 日
21 日
22 日

からだを動かして遊ぼう
絵本の読み聞かせ

健康センター
農環センター
こどもセンター

25 日
27 日

こいのぼりつくり
こどもセンターで遊ぼう

健康センター
こどもセンター

※事前申込みは不要です。自由に参加できます。

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

4月　4日
18日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母子健康

手帳交付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の
交付、保健指導、栄養指導

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

4月22日
（金）

すくすく
学 級 H23年1月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30～9：45
健康センター

乳児健診 H22年12月、9月、
6月、4月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児（H22年9月生まれ）は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませて
ください

予 防 接 種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

4月　7日
（木）

３種混合
予防接種

Ⅰ期：H22年４月5日～H23年１月8日生まれ
の児および７歳6ヵ月未満で未実施児
Ⅰ期追加：Ⅰ期初回（３回）終了後１年を経た児

13：30～14：00
井川町診療所

4月14日
（木）

ポリオワクチン
投 与

H21年10月12日～H23年１月15日生まれ
の児および７歳6ヵ月未満で未実施児

4月18日
（月）

BCG接種 H22年10月16日～H23年1月19日生まれ
の児

4月21日
（木）

MRワクチン
接 種

１期：平成21年4月19日～H22年4月22日生
２期：平成１7年4月2日～H18年4月1日生

食生活改善推進協議会研修会
月　日 内　　　容 受付時間・会場

4月 26日
（火）

・食生活改善養成講座修了証授与
・食生活改善推進協議会総会

9：30～12：00
健康センター

「食生活改善推進員養成講座」受講生を募集します

町では平成 23 年度食生活改善推進員養成講座の受講生を募集します。健康
な生活を送るためには毎日の食事が大切です。食材のもつ栄養や年齢、それ
ぞれの体調に合わせた必要な食事量などを学び、食事づくりに役立てましょう。

20 時間の講習を受けると「ヘルスメイト」として、地域で活動もできます。
□申込み期限　５月 9日（月）　※男性の受講生も募集しています。
□問い合わせ　町健康センター　電話（874）３３００／有線４４５５まで

ぼくたち、
むしば なかったよ
１歳６か月児健診で、
むし歯のなかったこどもたちです

橘内 優
ゆう と

斗ちゃん
（街 道）

湊　叶
かなた

太ちゃん
（宇治木）

山口 結
ゆ き

季ちゃん
（羽 立）

勝田 海
かい と

斗ちゃん
（新屋敷）

三浦 凛
りん こ

子ちゃん
（葹 田）

小林 莉
り こ

子ちゃん
（街 道）

わいわい広場は井川の子育てを応援する

ために、お子さんとその保護者や家族の方

を対象とした子育てリフレッシュサークル

です。

親同士やスタッフ（保育士、保健師、民

生児童委員など）と情報を交換し、交流を

深め楽しく育児に取り組める場です。

また、親子あそびの広場で、のびのびと

遊ぶことができます。子育て中のみなさん、

井川に住むたくさんの方と知り合いにな

り、一緒に子育てを楽しみましょう。

４月からは週３回となります。時間は９

時 30分から 11時 30 分までです。お友達

を誘って気軽においでください。

【問い合わせ】
　井川町健康センター
電話（８７４）３３００／有線 ４４５５

　井川町こどもセンター
電話（８７４）４１５２／有線 ４３０５

わいわい広場だより
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井川短歌会詠草
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藤
千
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放
映
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大
地
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の
被
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地
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全
て
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悲
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さ
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う 
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木
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ほ
の
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い
に
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り
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わ
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ま
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遠
藤
惠
美
子

箪
笥
の
な
か
片
付
け
お
れ
ば
度
た
び
の
余
震
に
お
の
の
き
気
持
波
打
つ 

渡
辺　

京
子

短
歌
の
道
歩
み
は
じ
め
て
二
十
年
思
い
返
せ
ば
一
瞬
の
夢 

鈴
木　

鉱
造

生
と
死
の
瀬
戸
際
わ
が
身
に
刻
み
つ
つ
地
震
津
波
の
映
像
を
見
る 

伊
藤
ミ
ヤ
子

捜
し
て
も
さ
が
し
て
も
な
い
す
ぐ
そ
ば
に
隠
れ
て
あ
り
し
物
に
嘆
き
け
り 

児
玉
千
代
子

昔
か
ら
「
地
震
か
み
な
り
火
事
お
や
じ
」
言
う
言
葉
あ
り
地
震
お
そ
ろ
し 

小
林　

タ
ミ

う
し
ろ
向
き
の
議
論
の
続
く
国
会
や　

列
島
壊
し
て
大
地な

え震
お
そ
う 

す
ず
き
い
さ
む

伊藤 寛迪さん（横 岡）北野  恋さん（街 道）小坂 和輝さん（小今戸）

小玉 匠悟さん（街 道）伊藤 悠翔さん（街 道）

It is a good idea to have things prepared in case of 
an emergency.

緊急の事態に備えておくというのはいい考えです。
Flashlights, water, warm clothes, and a fi rst aid kit 
are good to have.

懐中電灯、水、温かい衣類、救急箱は持っておくと
良いでしょう。

Times are difficult, but by staying calm and 
helping each other, we can stay safe.

困難なときですが、落ち着いていることやお互いに
助け合うことで、私たちは安全になります。

Little boy : Mom, I'm bored! Can we watch TV?
少年：母さん、退屈だよ！テレビを見てもいい？

Mother : Nope, there's no electricity...
母親：ダメ、電気がないの…。

Little boy : Oh, how about we play cards?
少年：そうなんだ、カードゲームはどう？

Mother : Sounds good. What do you want to play?
母親：いいわよ。何をしたい？

Little boy : Let's play blackjack!
少年：ブラックジャックをやろう！

Mother : I don't know how to play that...
母親：ルールが分からない ･･･。

Little boy : Oh, me neither. How about baba-nuki?
少年：そうなんだ、僕も。ババ抜きはどう？

Mother : Okay, let's play.
母親 ：いいわよ、やりましょう。

Be prepared !
準備しておこう！
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みんなのひろば

図書カードが当たる

◆今月の問題

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年
齢を記入してください。
◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場 総務課 広報担当まで
◆しめきり

４月20日（水）当日消印有効

広報クイズ　No.236

243

の
３日（日）

６日（水）

　〃

７日（木）

10日（日）

12日（火）

　〃

14日（木）

　〃

17日（日）

22日（金）

27日（水）

４月

秋田北高校
バスケットボール部
門間 邦維さん（３年・井内） 後右
松岡 心平さん（３年・仲台） 後左
三浦 貴文さん（２年・坂本） 前右
白川 晃弘さん（２年・田中） 前左

愛凛の笑顔を見ると、家族皆が笑顔に

なります。にぃにも、ねぇねも愛凛の

事が大好きで、一緒に遊んでいる時は

笑い声がたえないね。これからもその

笑顔で皆の笑顔の源になってね。

23



▼
秋
田
育
ち
の
目
に
映
る
の

は
フ
ィ
ル
タ
を
外
し
た
抜
け

る
よ
う
な
碧
空
。
日
差
し
が

波
間
に
反
射
し
煌
め
く
広
大

な
海
原
を
初
め
て
眺
め
感
激

し
た
日
の
こ
と
を
思
い
返
し

て
い
ま
す
▼
宮
城
県
沖
を
震

源
と
し
た
こ
の
度
の
震
災
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
被
災
地

の
惨
状
に
言
葉
を
失
し
、
し
ば
し
虚
無
の
気
持

ち
に
駆
ら
れ
過
ご
し
た
の
は
私
だ
け
で
は
無
い

で
し
ょ
う
▼
こ
れ
か
ら
長
く
続
く
復
興
の
道
を

歩
む
被
災
地
に
あ
の
目
映
い
ば
か
り
の
陽
光
が

差
し
、
心
身
に
傷
を
負
っ
た
全
て
の
人
た
ち
を

一
日
で
も
早
く
照
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る

ほ
か
に
、
今
は
為
す
べ
き
事
を
見
つ
け
ら
れ
ず

に
い
ま
す
ー
。 

け

施設の利用状況（２月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス… 3,126 人 （28,581 人 ）
■環境改善センター…… 519 人 （ 10,024 人）
■歴史民俗資料館……… ― 人 （ 96 人）
■町民体育館…………… 976 人 （13,369 人 ）
■町民武道館…………… 263 人 （ 5,675 人）
■町営野球場…………… ― 人 （ 7,888 人）
■スポーツ交流館……… ― 人 （ 642 人）
■定住促進センター…… 987 人 （12,891 人 ）
■日本国花苑施設……… ― 人 （12,693 人 ）
■老人福祉センター… 1,665 人 （15,559 人 ）
■ごみ処理場………………63 ｔ （ 949 ｔ）
■し尿処理場………………47 kl （ 605 kl）

慶 弔

人口などの動き
（３月１日現在）

人　口　男　2,609 人（ － 43）
女　2,914 人（ － 77）
計　5,523 人（ － 120）

世帯数　　　1,767 戸（ － 15）
（　）内は前年同月との比較

善 意
■地域福祉基金・ふるさとづくり基金へ

・今戸町内の伊藤保雄さんより、亡母
リヨさんの香典返しとして

・秋田市の齋藤實さんより、亡母
カネヨさんの香典返しとして

・新屋敷町内の佐藤正巳さんより、亡母
マツヱさんの香典返しとして

・新間町内の渡部清光さんより、亡父
光造さんの香典返しとして

・大倉町内の伊藤友子さんより、亡母
タミヱさんの香典返しとして

“ありがとうございました”

だより
（2/21～3/20届出）

■お誕生おめでとう

半田　咲
さ き ほ

歩（嘉英、真寿美）

佐藤　遥
は る き

希（信也、温子）
４月からの出生数　25 人

■ご結婚おめでとう

♡小玉　俊介（寺　沢）
根　由美子（潟上市）

♡伊藤　大輔（由利本荘市）
湊　真優子（大　倉）

■お悔やみ申し上げます

伊藤　ヨリ （88 歳・今　戸）

佐藤マツヱ （89 歳・新屋敷）

渡部　光造 （89 歳・新　間）

伊藤タミヱ （95 歳・大　倉）

伊藤千代治 （64 歳・中下村）

遠藤久米治 （77 歳・小今戸）

お願い：〝慶弔だより〟に氏名等の掲
載を希望されない方は、届け出の際に
『戸籍窓口』へ申し出ください

【問い合わせ】

定住促進センター「国花苑」
 電話018（874）2503
 有線 3083

井川町役場 産業課 
 電話 018（874）4418
 有線 4546

〔期間中の行事日程〕

５月１日（日）
　9：00～

　・全県選抜少年野球大会 （井川町民球場）

　10：00～
　・お花見フリーマーケット
　・救急救命体験講習
　・防火訓練用煙体験ハウス
 （国花苑野外ステージ前芝生広場）

〔〔開催期開催期間間〕〕４月28日（木）～５月８日（日）４月28日（木）～５月８日（日）

２百種２千本の桜の園２百種２千本の桜の園

桜を愛でよう －日本国花苑－
※
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